
令和 4年度

製造現場への製造現場への

AI ・ IoT導入促進補助金AI ・ IoT導入促進補助金

募集募集

し ま すし ま す

6月 2 4日（金） 1 2時必着6月 2 4日（金） 1 2時必着

募集期間： 5月 1 3日（金）～募集期間： 5月 1 3日（金）～

補助金額 1件あたり

150万円以内
補助金額 1件あたり

150万円以内
補助率

1/2以内
補助率

1/2以内
対象者 滋賀県内に生産拠点を有する中小企業者
事業期間 交付決定日～令和5年2月末
募集要項等 https://www.shigaplaza.or.jp/hojokin-inobe-220513-0624/

応 募 す る応 募 す る

（公財）滋賀県産業支援プラザは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています
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＜問合せ先＞
連携推進部
T E L（ 0 7 7）

5 1 1 - 1 4 1 4

滋賀県内の製造施設においてAI・IoTを活用した仕組みを構築し、経営の
改善につながる取組みを対象とした補助事業です
滋賀県内の製造施設においてAI・IoTを活用した仕組みを構築し、経営の
改善につながる取組みを対象とした補助事業です

裏面の昨年度採択事例参照



【課題】今回の取り組みで、正解率は目標を達成できたものの、もう一つの

目標であるNG誤判定率0%に対し、誤判定率が4.6%（70個/1500

個）と未達となった

【今後の展望】今回の補助金事業で導入したAI判定用のPCでは最大100

万枚の画像学習が可能となっており、今後、学習サンプルを増やすことで

NG品の良品判定0個（不良品流出防止）を実現し、当初目標の外

観検査員の削減（3人→1人）を目指す

また、今回の補助金事業の中で培ったAIに関する技術を活かし、人によ

る工程をAI装置へ置き換え、さらなる生産性向上を図る

＜当面の具体目標＞

1）自動車用制動装置部品の外観検査の省人化

2）産業機器用エンジンの配管生産設備の無人化

⇒現在は人での作業が必要な材料投入時の向き合わせをAIが方向

を判断して自動で向き合わせを行うことで材料投入工程を無人化

今後の課題・展望

成果

■日々、生産・出荷・在庫数を把握することができ、生産計画が的確に立案
できるようになった

■上記により、常に適正在庫のバランスがとれるシステムの基盤が構築できた

当日朝 ・前日夕方の各店舗の発注数及びネット注文の出荷数
⇒商品別・店舗別の表として出力
・当日の生産・出荷数を決定

商品を各店舗に出荷、ネット注文は宅配便で発送

当日夕 ・各店舗で在庫数確認と翌日発注数を決定

■今後は、各店舗でのシステムへの入力作業の簡易化・効率化を更に進め

ていきたいと考えている。

■これまで、和菓子特有の日本の歳時や風習による季節商品は生産数量

の予測は難しく、店長の経験と勘により発注数を決めていたが、販売数

量と生産数量のデータが今後、一年、二年と蓄積されることにより、精度

の高い販売予測が可能となり、店長でなくても、だれもが適切な発注判

断ができると考えている。また、販売機会の損失や生産ロス（SDGsの

目標である食品廃棄ロス）削減に繋げることも期待できる。

■また、ネット販売では、SNS等で急に話題となる（バズる）場合があるが、

急な販売数量の変化傾向も予測可能となり、生産計画の変更などで対

応可能となることも期待できる。

今後は、さらにSNSを活用した販売拡大方法も検討していきたい。

今後の課題・展望

昨年度採択事例①

「良品画像を活用したディープラーニングによるAI画像検査装置の開発」

昨年度採択事例②

「和菓子製造での生産、在庫、出荷数量を「見える化」し最適生産体制の確立」


